
経団連未来都市モデルプロジェクトについて経団連未来都市モデルプロジェクトについて

総合特区制度、環境未来都市構想等に対する期待

民間のイニシアティブを発揮できるような使い勝手のよい制度設計が必要

機能 取組内容（例） 必要な規制緩和（例）

低炭素・環境
共生

○先進的な省エネ技術の導入(スマートグリッド、
ＨＥＭＳ・ＢＥＭＳ、次世代自動車)

○上水道事業の運営

●建ぺい率、容積率の緩和
●燃料電池に係る各種規制の緩和
●水事業の民間開放

先進医療
・介護

○医療ＩＣＴ化の推進（診療データの利用）
○高度医療の実現(遠隔医療、ロボット)

●診療データの二次利用の緩和
●株式会社の診療領域の拡大

次世代交通・
物流システム

○新しい都市内交通システムの導入(ＬＲＴ、電
気バス、ﾊﾟｰｿﾅﾙﾓﾋﾞﾘﾃｨ、交通管理ｼｽﾃﾑ)

○次世代ＩＴＳの導入

●公道実証のための交通規制緩和
●交通情報の利用規制の緩和

先端研究開発 ○都市を実験場とした技術の実証、実用化 ●研究開発予算の複数年度化

次世代電子行
政・電子社会

○電子行政の推進(共通番号、国民ＩＤ)
○先進的な電子社会の構築(クラウド、測位、

ＲＦＩDなどの先端技術の活用)

●行政業務のＢＰＯの推進
●電波規制の見直し

国際観光拠点
○大規模な集客インフラの整備・運用（ＭＩＣＥ、

カジノを含めたＩＲ）
●ビザ発給要件の緩和
●免税手続の簡素化

先進農業
○農業生産の大規模化・高度化(株式会社

方式の農業生産、植物工場)
●農地保有の自由化
●農業生産法人の要件緩和

子育て支援
・先進教育

○子育てしやすい環境の整備
○教育の高度化（ＩＣＴの活用、実務教育）

●保育サービスへの企業の参入促進
●株式会社による学校設置の緩和

民間主導による成長モデルを構築するため、「未来都市モデルプロジェクト」を立上げ

複数の都市で、環境・エネルギー、医療、交通など先端技術の実証実験を行うとともに、

教育、子育て、観光など社会システムの変革も含めた総合的な都市を構築

成果は、国内さらには海外に展開し、新たな成長産業を創出。地球環境問題、少

子・高齢化、安全・安心等の社会的課題の解決、国際貢献にも寄与

基本は民間主導のプロジェクト。規制緩和やシードマネーが必要な部分などは、「総合

特区制度」「環境未来都市構想」等を活用

プロジェクトの具体化（実施地域、内容、必要とする政策支援など）に向け検討中

2010年11月８日
(社)日本経済団体連合会

プロジェクトの実施内容（例） ＊下記の複数の機能を組み合せて実施プロジェクトの実施内容（例） ＊下記の複数の機能を組み合せて実施
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HEMS（家庭用ｴﾈﾙｷﾞｰ管理ｼｽﾃﾑ）、
BEMS（ﾋﾞﾙｴﾈﾙｷﾞｰ管理ｼｽﾃﾑ）の導入
ZEB（ﾈｯﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰ･ﾋﾞﾙ）の実現等

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ
（太陽光、風力、太陽熱・
空気熱・地中熱等）や
ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ、未利用
ｴﾈﾙｷﾞｰ（下水熱、
河川熱など）の活用 ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞの構築

（ｽﾏｰﾄﾒｰﾀｰの導入、
ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ
の開発整備など）

■モデル都市（１）

低炭素・環境共生
参考資料

次世代自動車の
ｲﾝﾌﾗ設備の整備

次世代自動車
（EV、PHV、燃料電池車、
CNG自動車等）の導入

風力発電

太陽光発電

下水熱

ｽﾏｰﾄﾒｰﾀｰ
ＢＥＭＳ

ＺＥＢ

屋上緑化

スマートグリッドの構築

水循環

官民連携による上下水道の運営

蓄電技術の開発・活用
（自動車の電力ｲﾝﾌﾗと
しての活用など）



■モデル都市（２）

先進医療・介護

参考資料

医療ﾂｰﾘｽﾞﾑの推進
（海外から患者を誘致）
医療ﾂｰﾘｽﾞﾑ商品の
販売（海外へ情報発信）病気予防や

ﾍﾙｽｹｱの
研究開発と
実践

再生医療・
細胞医療

海外の医療機関
・研究機関の誘致

医療機器
（医療ﾛﾎﾞｯﾄ等）、
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ技術の
研究開発・実用化

外国人医師・
看護師の活用

医療機関間のﾈｯﾄﾜｰｸ化
と診療ﾃﾞｰﾀの相互利用

放射線治療の高度化
（装置の開発・導入）

ICTを利用した

診療データの
蓄積・分析

ﾚｾﾌﾟﾄの
ｵﾝﾗｲﾝ化

遠隔医療

革新的な医薬品
（ﾊﾞｲｵ医薬品・ｵｰﾀﾞｰ
ﾒｲﾄﾞ製薬等）の研究
開発・実用化

都市施設・
住宅等の
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化、
高齢者向け
住宅・福祉
施設の整備



ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ
の実施

■モデル都市（３）

次世代交通・物流システム
参考資料

ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ･
ﾊﾞｽの導入

路路・車車間通信、衛星測位
技術、交通情報法収集・発信、
交通管制、安全運転支援、
危機回避支援ｼｽﾃﾑ、
自動運転、ITS地上設備、

車載器などの実証・実用化

ﾊﾞｽ専用ﾚｰﾝや
優先信号などを
活用した、ﾊﾞｽの
総合運行管理
ｼｽﾃﾑの構築

ﾁｬｰﾀｰ・
ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ
の活用

EVﾊﾞｽ、
FC（燃料電池）ﾊﾞｽ、
CNG（液化天然ｶﾞ
ｽ）ﾊﾞｽの開発・導入

倉庫と港湾／船舶、
空港／航空機間の
効率的な物流ｼｽﾃﾑ
の導入（EV等の自

動搬送装置の導入
など）

ﾊﾟｰｿﾅﾙﾓﾋﾞﾘﾃｨ

￥

P

ﾊﾟｰｸ＆ﾗｲﾄﾞや
ﾛｰﾄﾞﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ、
ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ･ﾓｰﾙ
等を活用した
都市中心部
での交通量
管理ｼｽﾃﾑ

ETCの活用

港湾・空港双方に
またがるFTZ
（Free Trade Zone：
自由貿易特区）の
設置

まちなかでの
ﾊﾟｰｿﾅﾙ
ﾓﾋﾞﾘﾃｨの活用各国の国内外の

商品在庫を一括
管理する次世代
物流ｼｽﾃﾑの構築

低床式路面電車、
自動無人路面電車、
BRT等の導入
（LRT・BRTを核と

したｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨ化）



モデル都市での成果を国内
外に展開。ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸにより、
さらなるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを推進

■モデル都市（４）

先端研究開発
参考資料

国内外の先進的な研究
機関、研究者の誘致

モデル都市を実験場
とした研究開発の
いち早い実証、実用化

業務・組織・国境を越えた
産学官連携による
研究開発を推進



■モデル都市（５）

次世代電子行政・電子社会
参考資料

省ｴﾈ型情報機器
の開発・実用化

選挙における
電子投票の導入

生体認証等、本人
確認技術の活用

社会保障・税の
共通番号制度

行政手続ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ
の構築・運用

国民ID制度の
実証（行政、民間）

電子投票

省エネ機器液晶モニタ

CRTモニタ

クラウド技術・電波、ITS、
測位、RFID、RFタグ、
電子ペーパーなど、
最先端のICT技術・機器の
実験、実証、実用化

次世代高速サーバ

クラウド技術
RFタグ

RFID

所在や
在庫の
確認等



カジノを含めたIRの整備・運営
（※IR ＝ Integrated Resort)

多言語化やｺｰﾙｾﾝﾀｰなど
内外の観光客向けの
情報提供の充実

■モデル都市（６）

国際観光拠点
参考資料

ﾁｬｰﾀｰ･ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ
の活用

文化・歴史的遺産や風俗・自然環境など
その地に根付く観光資源を生かした
ﾆｭｰﾂｰﾘｽﾞﾑ（体験型観光）の推進

カーナビ、
位置・交通情報
観光情報など

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ・携帯端末・車載機・
案内ﾛﾎﾞｯﾄ等の多様な情報機器を
利用した観光情報の提供

会議施設情報・
周辺施設情報等

MICEの開催・誘致の促進
（大型の会議場・展示場・宿泊施設・
ｱﾌﾀｰｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ施設等の整備・
会議運営・ｹｰﾀﾘﾝｸﾞ等のｻｰﾋﾞｽ提供等）



■モデル都市（７）

先進農業
参考資料

植物工場の活用

生産効率化に資する品
種、
農薬、肥料、資材、栽培
ノウハウ等の開発・実証

高品質化・ブランド化
による付加価値の向上

知的財産対策の推進
（品種保護・商標権保護等）

農業の大規模化
株式会社方式による農業生産
外国人材の活用

販路の開拓
海外市場への輸出促進

広域圏での
地産地消システム

トレーサビリティの高度化

ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞｼｽﾃﾑ



■モデル都市（８）

子育て支援・先進教育
参考資料

教育現場におけるICT技術の
積極的活用（ﾀﾌﾞﾚｯﾄPC、遠隔授業、

電子教材、電子黒板等の情報通信
機器の活用、動画・音声・検索など
多様な情報の活用、学校ICT支援員
の確保、家庭での学習支援など）

外国人労働者
の受入れ

企業、NPO等多様な主体
による多様な教育ｻｰﾋﾞｽ
の提供（株式会社立学校
の設立等）

飛び級制度
の導入

ICTを使った子供の
見守りｻｰﾋﾞｽの実施

働く親のためのﾃﾚﾜｰｸ
の活用（Web会議、仮想
ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ環境の構築など）

今後の成長分野における実務教育
ｶﾘｷｭﾗﾑの開発と実践（研究開発、
金融、情報通信、観光等）

企業、NPO等

多様な主体による
保育ｻｰﾋﾞｽの拡充

海外の優秀な教員、留学生
の受け入れ推進、海外教育
機関との国際的連携推進
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